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                                 財務部資産経営課 

第８回藤原総合文化会館検討専門部会 

 

Ⅰ 第７回会議の振り返りについて                         

前回の会議において、藤原総合文化会館の方向性について令和５年度より検討を再開す

ることを確認した。検討にあたっては、その都度テーマを設定して協議することとした。 

 【検討するテーマ】 

 ●鬼怒川温泉駅前の活性化について、藤原総合文化会館・鬼怒川温泉旅館組合・図書

館の敷地の整備を軸としつつ、検討を進める。 

【検討にあたっての留意事項】 

・観光情報機能は駅前に残す。 

・手法は民業圧迫しないことを条件に公民連携を促進する。 

   →公共施設は市民活動の発表の場の確保、フリースペースを前提に検討を進める。 

    （美術館、歴史資料館等は除外） 

   →商業施設については、飲食施設を中心に物販も含めて検討していく。 

    （物販のみ、宿泊施設は除外） 

・住民、観光客双方から利用されるものを検討する。 

・関係団体（東武鉄道・観光協会・旅館組合）との協議を行う。 

 

Ⅱ 今年度の部会の進め方について                         

※委員会及び議会との調整等によりスケジュールがずれ込む場合があります。 
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第 
8 
回 

・第 7 回会議の振り返り 
・今年度の部会の進め方 
・課題の共有 

・鬼怒川温泉駅前
活性化に向けて
想定される課題
を示し、ご意見
をいただくもの 

         

第 
9 
回 

・住民、観光客双方から
利用されるものの検討 

・特別委員会検討
結果を報告し、
第 8 回の内容を
踏まえ、ご意見
をいただくもの 

         

第 
10 
回 

・駅前整備の取り組み方
の整理（予定） 

・市の基本的な考
えを示し、ご意
見をいただくも
の 

         

協議内容整理➡藤原総合文化会館検討専門部会➡意見集約➡市議会公共施設等あり方検討

調査特別委員会➡報告・次テーマ等協議内容整理➡（以降、繰り返し） 
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Ⅲ 課題の共有について                              

鬼怒川温泉駅前の活性化について、部会、市それぞれが今後取り組むうえでの課題は、

以下の４点であると捉えていることからご意見を伺い整理したい。 

 

課題 1 住民、観光客双方から利用されるものの検討（部会） 

  駅前の整備にあたっては、観光客のみならず住民のニーズに応えることが求められて

いる。 

（当面の取り組み） 

【観光客ニーズの視点から】 

 アンケート結果から、主として飲食施設・物販施設について課題を整理し、検討を進め

ていきたい。

 
  

【住民ニーズの視点から】 

 前回までの部会からいただいた公共施設の整備に係るご意見を基に、住民利用のあり方

について検討を重ねたい。 

 

◇対象者：鬼怒川温泉に訪れた観光客 

◇回収数：１０１５件 

◇質問：鬼怒川温泉駅前に足りないと感じた施設は何か。 

◇回答 ①飲食施設（38.2％）（食事、喫茶、酒を伴う飲食施設） 

    ②物販施設（22.5％）（コンビニ、お土産、日用品） 

    ③公共施設（14.8％）（美術館・博物館、公園） 

    ④ﾚｼﾞｬｰ施設（6.9％）（子どもが遊べる場所、アスレチック、遊園地） 
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課題２ 関係団体との協議（市） 

  駅前全体との調和を図るうえで、事業実施にあたり周辺事業者等（東武鉄道・観光協

会・旅館組合）との議論を進める必要がある。 

（想定される協議内容） 

・駅前全体におけるそれぞれの団体の協力体制の構築について 

・東武のバスの駐車場の利活用の是非について 

・旅館組合所有の建物の今後について 

 

課題３ 藤原図書館の取り扱い（市） 

藤原図書館は、老朽化が進んでいる状況にある。今後利用者の意向も踏まえながら、

あり方の検討が必要。 

（当面の取り組み） 

  ・劣化状況の把握及び対応策の検討 

・施設が使用不可となった場合の代替サービスの検討 

  ・駅前活性化における図書館の位置づけの検討 

 

課題４ 観光情報センター、公衆トイレの取り扱い（市） 

  駅前の活性化には機能存置を前提とするが、ハコモノの方向性について検討が必要。 

（当面の取り組み） 

・駅前における施設の位置づけの検討 

・躯体の状況や必要な機能の把握 

↓ 

これらの課題を検討し、鬼怒川温泉駅前の整備について具体的な取り組み方を整理して

いきたい。 

 

 


